
 

堺リベラル中学校 学校関係者評価報告書 

 

１． 実施状況 

日時 令和７年９月１１日（木） １１時００分から 

場所 愛泉学園 会議室 

 

２． 委員会構成 

 香ヶ丘リベルテ高等学校校長      １名 

 挹泉会（同窓会）会長         １名 

 愛泉学園監事             ２名 

 歯科医師               １名 

 堺女子短期大学特任教授        １名 

 香ヶ丘リベルテ高等学校元校長     １名 

 本校関係者              １名 

 

３． 評価・提言 

（１） 教育活動と確かな学力の育成（教育充実のための取り組み） 

・学習指導計画の策定や指導方法の工夫、進学対策講座の充実など、計画的かつ組織的な取り

組みがなされており、基礎学力の定着と向上に努めている点が評価できます。早朝テストや

居残り補習の実施に加え、発音指導や辞書引きなど細やかな英語学習支援も効果的でした。 

・英検対策や英会話の授業では一部自己評価が 80％にとどまるなど、成果にばらつきが見ら

れます。対策講座のさらなる質の向上と、アウトプット機会を拡充（例：英語スピーチ大会

の積極参加）することが望ましい。 

・不登校生徒への対応については支援が継続されているものの、成果が限定的です。個別支援

体制の強化と、校内外の専門家との連携による支援の多様化が望まれます。 

・礼儀やあいさつの指導を学校全体で継続している点、文化発表会やコンクールを通じた自 

己表現の場が充実している点が評価されます。人権作文の全員提出など、表現教育と人権教

育の融合も見られました。 

・あいさつやマナーの徹底には一部課題が残り、90％未満の達成度となっています。行事時や

バス利用時などのマナーについても、継続的な指導と生徒主体の振り返り活動の導入なども

有効と考えられる。 

・人権意識育成に関しては、表面的な取り組みに留まらないよう、身近なテーマを扱うディス

カッション形式の授業などを導入し、より実践的な理解を深める工夫が必要です。 

・自己肯定感が低い傾向にある生徒も見受けられる。そうした生徒に対しては、成功体験を積

み重ねることに加えて、他者から認められる機会を増やすことが効果的だと考えられる。 

 

 

 

 



 

 

  （２）学校としての組織的な対応 

・保護者向け連絡ツールの導入や、学校だより「リベラルボイス」の発行など情報発信体制の

整備が進んでいます。清掃活動や整理整頓の定着にも努力が見られ、生徒の生活習慣の育成

につながっています。 

・情報発信においては「一方的な配信」にならない工夫が課題とされており、保護者の意見を

反映する仕組み（アンケート、意見交換会等）を取り入れることも有効と考えられる。 

・地域との交流は未実施との報告もあり、今後は可能な範囲での体験的な活動（オンライン交

流や手紙交換等）を模索することを提案します。 

 

（３）教育人材の育成 

・教員研修や模擬授業の実施など、教員の指導力向上に向けた取り組みが継続されており、特

に人権・防犯・不登校等の課題への対応力強化に努めている姿勢が見られました。 

・模擬授業の実施に時間的制約がある点が課題として挙げられています。校内研修の計画的 

実施と、共有の場の確保（例：動画共有・フィードバックシート活用）なども有効と考えら

れる。 

・不登校対策の研修では具体的支援策の見出しが難しいとの声もあり、外部講師を招いたケ 

ーススタディ型研修の導入が望まれます。 


